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配当方針の変更に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成30年３月期以降の配当方針の変更について、下記のとおり決議いたし

ましたので、お知らせいたします。 

記 

 

配当方針の変更について 

①変更の理由 

当社は、今後の事業拡大と更に高い目標に向かって挑戦する決意を込め、昨年７月に新たなミッション・ビ

ジョン・バリューを策定し、「2025年までに全世界で1,000万人の利用者を持つ金融ソリューションを生み出す」

ことを目指しております。 

そのためには、当社の主力サービスであるＦＸ事業の拡大、安定収益力の確保はもちろんのこと、収益源の

多様化を目的とした新規事業の立ち上げを継続的に行うことが不可欠であると考えており、現在は、ビジョン

実現のための先行投資期間と位置付けております。 

これに伴い、当面は新規事業の早期展開、事業拡大のための成長資金確保を優先するため、平成28年３月期

より配当方針の指標として追加している連結純資産配当率（ＤＯＥ）の基準を、年率４％から２％に引き下げ

ることといたしました。 

 

②変更の内容 

（変更前） 

当社は、利益の配分について、安定的な配当の継続を前提としつつ、業績に応じた適切な利益還元を行う事

を基本方針とし、中間配当、期末配当の年２回の剰余金の配当を行ってまいります。 

配当は、連結配当性向30％または連結純資産配当率（ＤＯＥ）４％（年率）のいずれか高い方を目安とし、

実施いたします。 

 

（変更後） 

当社は、利益の配分について、安定的な配当の継続を前提としつつ、業績に応じた適切な利益還元を行う事

を基本方針とし、中間配当、期末配当の年２回の剰余金の配当を行ってまいります。 

配当は、連結配当性向30％または連結純資産配当率（ＤＯＥ）２％（年率）のいずれか高い方を目安とし、

実施いたします。 

 

 

以上 


